
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 令和3(2021)年度令和4(2022)年度令和5(2023)年度令和6(2024)年度令和7(2025)年度 合計

394,079 249,458 370,317 220,000 1,233,854

340,000 200,000 200,000 110,000 850,000

うち県交付金 170,000 100,000 100,000 0 370,000

375,500 389,550 306,519 100,000 100,000 1,271,569

370,000 340,000 300,000 50,000 50,000 1,110,000

うち県交付金 185,000 170,000 150,000 0 0 505,000

307,340 80,000 80,000 80,000 547,340

300,000 40,000 40,000 40,000 420,000

うち県交付金 150,000 0 0 0 150,000

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

375,500 1,090,969 635,977 550,317 400,000 3,052,763

370,000 980,000 540,000 290,000 200,000 2,380,000

うち県交付金 185,000 490,000 250,000 100,000 0 1,025,000

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（市町総括表）
【単独　・　連携事業】

芳賀町

1
世代間交流そば打
ちサロン事業

総事業費

うち市町支出額

3
東高橋世代間交流
親睦会

総事業費

うち市町支出額

2
三世代による地域
の安全安心向上事
業

総事業費

うち市町支出額

5

総事業費

うち市町支出額

4

総事業費

うち市町支出額

7

総事業費

うち市町支出額

6

総事業費

うち市町支出額

9

総事業費

うち市町支出額

8

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額

10



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

①そば打ち教室の実施
②出前講座の実施
③炊き出し訓練の実施

①そば打ち教室の実施
②出前講座の実施
③炊き出し訓練の実施
④活動状況に合わせた
道具の更新
⑤地域内外へのPR

①そば打ち教室の実施
②出前講座の実施
③炊き出し訓練の実施
④活動状況に合わせた
道具の更新
⑤地域内外へのPR

①そば打ち教室の実施
②出前講座の実施
③炊き出し訓練の実施
④活動状況に合わせた
道具の更新
⑤地域内外へのPR

394,079 249,458 370,317 1,013,854 220,000

340,000 200,000 200,000 740,000 110,000

うち県交付金 170,000 100,000 100,000 370,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 54,079 49,458 170,317 273,854 110,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

市町支出金
（ハード事業分）

事業費

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名

連絡先

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

当該事業に係る
地域の現状と課題

事業主体の概要

事業主体の所在

代 表 者 の 名 称

事業主体の名称

事 業 名

市 町 名 芳賀町

世代間交流そば打ちサロン事業

下高根沢そば打ちサロン

代表　岡田　全

栃木県芳賀郡芳賀町大字下高根沢425-3

・団体の目的：生きがいを持ち、地域と積極的に交流を深める。
・設立年月日：平成２７年１２月２０日
・構成員等：１９名（農業者、一般企業退職者、役場退職者等）

事業内容

事業に係る市町総
合戦略の目標及び

KPI

地域ボランティア活動に参加した町民の割合　R5　50.7％ → R9 55.0％
地域や町民の自主的な活動が盛んである（NSI値）R5 31.4％ → R9 35.0％

　少子高齢化や生活様式の変化を背景として、若い世代の転出増等による人口の減少、町民相互の交流機会の減少、自
治会加入者の減少が進んでおり（年少人口比率　Ｈ28　13％→R3　12.5%、老年人口比率　H28　29.5%→R3　32.1%、自治会
加入率　H28→R3で9.3%減）、地域コミュニティ活動の停滞が危惧される。
　下高根沢地区は940世帯あり、町内でも人口規模の大きい地区となっているが、近年はコロナ禍の影響で地区内行事の
多くが中止となり、コミュニケーションの機会が減っている。さらに、地域内で人口減少の状況もあり、コミュニティの縮小も起
きている。こういった現状から、地域内の活発化を促すため世代を超えた交流の機会を提供する必要がある。
　また、そば打ちサロンの会員も高齢化が進んでおり、団体の存続・拡大のためにも、町外の若い世代にイベントを通じて、
そば文化に興味をもってもらえるような機会が必要である。
　災害時には、行政からの援助のみではなく、地域内での協力や助け合いといった「共助」も必要となる。今後のために住
民への意識付けを行う必要がある。

市町支出金
（ソフト事業分）

事 業 目 的

・老若男女を問わず参加しやすいコミュニティを形成し、世代間交流を促すことで地域コミュニティの活性化を図る。
・サロンを通じて関係人口の創出につなげる。
・炊出し訓練を行うことで災害時の共助の意識づけを行う。

事 業 概 要

①世代間のコミュニティを形成
「そば打ち教室」を実施し、地元のそば打ち名人を講師として交流の場を創出することができた。道具も増やし、以前より多
くの人が参加することが可能となったため、規模を拡大して行うことができた。そば打ちを通した参加者同士の世代を超えた
コミュニケーションが促進されるよう取組むことができた。
②関係人口の創出
地域外への出前講座や情報発信を行い、サロンの周知や地域外からの参加者を増やせたことで町全体の関係人口の増
加に寄与した。
③炊出し訓練の実施
災害時に地域内で助け合う「共助」の意識付けをするために地元自治会と連携して炊出し訓練を行った。



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

6 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

24,000

200,000

120,000

8,308

18,009

370,317

２　支出の部

県交付金

119,998 90,000 45,000 29,998

法被（39,138円）、こね鉢及び
めん棒（35,860円）、
そば打ち台セット（45,000円）

225,214 110,000 55,000 115,214

蕎麦粉、つなぎ粉及び打ち
粉（217,000円）、
調味料及び野菜等（8,214
円）

21,105 0 0 21,105

コピー用紙（2,490円）、
インクジェット（3,603円）
フードパック（15,012円）

4,000 0 0 4,000
切手（4,000円）

0

0

0

0

0

370,317 200,000 100,000 170,317

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

対象年度

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 芳賀町

単位事業名 世代間交流そば打ちサロン事業

科目 備考

会費 年会費

補助金 補助金

参加費 500円×240人

雑収入

繰越金

計

科目
予算額
（精算額）

財源

備考市町支出額
自主財源等

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

備品購入費

原材料費

消耗品費

通信運搬費費

計


